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基本
目標

家
庭
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
診
断
な
ど
に

よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
促
進
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
への
支
援
、

水
資
源
保
全
の
た
め
の
土
地
取
引
等

の
事
前
届
出
制
度
の
導
入
、
担
い
手
へ

の
農
地
の
集
積
や
地
産
地
消
の
推
進
な

ど
に
よ
り
地
球
環

境
への
負
荷
が
少

な
く
、
水
資
源
や

食
料
が
安
定
的
に

確
保
さ
れ
る
自
立

し
た
地
域
を
目
指

し
ま
す
。

特
集

し
あ
わ
せ
信
州
創
造
プ
ラ
ン

９
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
施
策
の
推
進

︹ 

長
野
県
総
合
５
か
年
計
画 

︺

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
長
野
県
の
将
来
を
創
り
上
げ
て
い
く
た
め

「
し
あ
わ
せ
信
州
創
造
プ
ラ
ン
（
長
野
県
総
合
５
か
年
計
画
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
か
ら
の
５
年
間
を
計
画
期
間
と
し
て
「
確
か
な
暮
ら
し
が
営
ま
れ

る
美
し
い
信
州
」
の
実
現
に
向
け
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

長
野
県
の
技
術
力
や
豊
か
な
自
然
環
境
、
多
様
な
農
林
水
産
物
な
ど
を
活
か
し
、
世
界
に
評
価
さ
れ
、

貢
献
で
き
る
付
加
価
値
の
高
い
産
業
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
水
資
源

の
保
全
、
安
定
し
た
農
業
生
産
の
確
保
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
自
立
を
支
え
ま
す
。

従
来
の
延
長
線
上
だ
け
で
は
新

た
な
課
題
の
解
決
が
で
き
な
い
難

し
い
時
代
。
大
地
か
ら
与
え
ら
れ

た
恵
み
や
際
立
つ
地
域
の
個
性
な

ど
長
野
県
の
優
れ
た
特
徴
を
県
民

一
人
ひ
と
り
が
磨
き
上
げ
、
世
界

に
通
用
す
る
新
た
な
価
値
を
創
造

し
て
い
く
た
め
「
確
か
な
暮
ら
し

が
営
ま
れ
る
美
し
い
信
州
」
を
基

本
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
基
本
目
標
を
よ
り
分
か

り
や
す
く
す
る
た
め
、
今
生
ま
れ

た
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
る
概

ね
20
年
後
を
見
据
え
、「
未

来
の
信
州
」
の
姿
と
し
て
示

し
て
い
ま
す
。

確かな暮らしが営まれる美しい信州

1
方
針

「
貢
献
」と「
自
立
」の
経
済
構
造
へ
の
転
換

自動車関連の部品製造を主に行っています。
お客さまのニーズに応える提案型企業であ

るために、他にない技術、常に新しい技術を
生み出す挑戦を続けてきました。今はこれま
での経験や技術の蓄積を活かして、畑の違う
医療分野への進出に挑戦しています。

政
策
推
進
の

３
つ
の

基
本
方
針

「
未
来
の
信
州
」の
姿
の
実
現
に
向

け
た
今
後
５
年
間
の
政
策
の
基
本
方

針
と
し
て
、

１　
「
貢
献
」と「
自
立
」の
経
済　

　
　
　
構
造
へ
の
転
換

２　
豊
か
さ
が
実
感
で
き
る　
　

　
　
　
暮
ら
し
の
実
現

３　
「
人
」と「
知
」の
基
盤
づ
く
り

を
掲
げ
ま
し
た
。加
え
て
、ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
の「
信
州
」の
統
一
感
の
あ
る
発

信
を
重
点
的
に
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
３
つ
の
基
本
方
針
と
発
信
の

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、９
つ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
県
民
の
皆
さ
ま
と

共
に
進
め
ま
す
。

株式会社サイベックコーポレーション

代表取締役社長　平林 巧造さん （塩尻市）

主な達成目標
一人当たりの
県 民 所 得

全国第13位（Ｈ21年度）

⇨10位以内（Ｈ29年度）

企 業 誘 致
件 数

34件（Ｈ23年）

⇨200件（Ｈ25～29年累計）

県民の皆様へ
●　企業の皆さまには、成長期待分野での積極的
な事業展開をお願いします。

●　一人ひとり、自らの職業能力の開発やスキル
アップに努めましょう。　　　　　　　　 など

次
世
代
自
動
車
や
航
空
・
宇
宙
分
野
で
の
基
幹
部
品
、
高

性
能
の
健
康
医
療
機
器
の
開
発
・
事
業
化
や
、
国
内
外
で
の

販
路
開
拓
支
援
な
ど
成
長
期
待
分
野
への
県
内
企
業
の
積
極

的
な
展
開
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
事
業
を
始
め
よ

う
と
す
る
方
を
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
「
日
本    一    

創
業
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
」
を
進
め
、
次
世
代
の
長
野
県

経
済
を
担
う
産
業
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

１
次
世
代
産
業
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
農
山
村
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

３
環
境
・エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立
地
域
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

信
州
の
豊
か
な
自
然
や
美
し
い

農
村
景
観
を
活
か
し
た
世
界
水
準

の
山
岳
高
原
観
光
地
づ
く
り
、
来

訪
者
も
一
緒
に
地
域
の
暮
ら
し
を
楽

し
め
る
観
光
地
域
づ
く
り
、
加
工
や

販
売
・
流
通
と
の

連
携
に
よ
る
農
林

業
の
６
次
産
業
化

な
ど
に
よ
り
、
農

山
村
に
県
民
の
暮

ら
し
を
支
え
る
産

業
の
集
積
を
目
指

し
ま
す
。

主な達成目標

観光消費額
3,063億円（Ｈ23年）

⇨3,300億円（Ｈ29年）

農 業 農 村
総 生 産 額

2,908億円（Ｈ22年度）

⇨3,050億円（Ｈ29年度）

県民の皆様へ
●　地域の人同士はもちろん、観光客の皆さまに
も明るい笑顔であいさつし、気持ちのよい地域
をつくりましょう。

●　県内産農畜産物や木材、その加工品を積極的
に購入・活用していただくと同時に、県外の皆さ
まにその素晴らしさをアピールしましょう。など

主な達成目標
発電設備容量で
みるエネルギー
自 給 率

58.６％（Ｈ22年度）

⇨70.０％          （Ｈ29年度）

遊 休 農 地 の 再
生・ 活 用 面 積

393ha（Ｈ22年度）

⇨600ha（Ｈ29年度）

県民の皆様へ
●　それぞれの立場で省エネルギーや自然エネ
ルギーの普及拡大に取り組みましょう。

●　農業者の皆さまは、大切な農地を守り続けて
ください。　　　　　　　　　　 　　 など

「未来の信州」の姿

　地域の知恵や資源を活かして最先端
産業や農林業などで貢献しています。

世界に貢献する信州１

　世界に誇れる健康長寿先進県が、将
来にわたり継承・発展しています。

健康長寿世界一の信州4

　自然や伝統と最先端の技術が調和し
たゆとりある暮らしが営まれています。

「豊かな」ライフスタイル
を実現する信州

2

　誰もが等しく社会からその存在を認
められ、自らの可能性に挑戦し、自分ら
しく生きています。

誰にでも居場所と出番
がある信州

3

　子どもから大人まで自ら学び、それぞ
れの能力を社会の中で発揮しています。

一人ひとりの力を引き
出す教育県信州

5

「美しい」は…
　豊かな自然や農山村の原風景・町
並みの美しさ、郷土への誇りや絆を
大切にする心などの長野県や長野県
民のあり様

よ う

を表しています。

「確かな暮らし」は…
　明日への希望を持って日々の生活
を送ることができ、万一の場合には
温かな支援を受けることができると
いう安心があることです。

私たちも取り組んでいます！

12



2
方
針

3
方
針

　　主な達成目標

平 均 寿 命
80.88歳（男性）、
87.18歳（女性）（Ｈ22年）

⇨延伸（Ｈ29年）

健康づくりのため
に運動や食生活に
関する取組を行っ
ている人の割合

（運動） 66.６％（Ｈ24年度）

⇨72.０％（Ｈ29年度）

（食生活） 84.５％（Ｈ24年度）

⇨維持・向上（Ｈ29年度）

主な達成目標

就 業 率
全国第１位 〈58.9％〉（Ｈ22年）

⇨全国第１位（Ｈ29年）

障 害 者
就 職 率

48.６％（Ｈ23年度）

⇨55.０％（Ｈ29年度）

「私たちの健康は私たちの手で」を合言葉に減塩運動やバ
ランス食のすすめなどの食生活改善運動に携わってきました。

長寿県長野の存続に向け、食生活をはじめとした生活習慣
を県民の皆さまに見直していただくための活動を続け、一人
でも多くの方が、心身ともに健やかな生活を送っていただく
お手伝いをしてまいります。

株式会社ファームかずと
代表取締役

竹内 基一さん
（信濃町）

岡崎酒造株式会社

杜氏　岡崎 美都里さん （上田市） 

民
間
企
業
や
関
係
団
体
と
連
携
し

た
食
生
活
改
善
県
民
運
動
の
展
開
、

高
度
・
専
門
医
療
機
関
の
整
備
・
充
実

に
よ
る
三
大
死
因
（
が
ん
、
心
疾
患
、

脳
血
管
疾
患
）
に
対
す
る
診
療
機
能

の
向
上
な
ど
に
よ
り
、
県
民
一人
ひ
と

り
が
生
涯
に
わ
た
り
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
健
康
長
寿
県
を
目
指
し
ま
す
。

仕
事
と
子
育
て
が
両
立
で
き
る
環
境
づ
く
り
、

シ
ニア
・
シ
ル
バ
ー
世
代
の
知
識
や
経
験
を
活
か
す

「
人
生
二
毛
作
社
会
」
の
仕
組
み
づ
く
り
、
障
害
へ

の
理
解
を
深
め
る
全
県
的
な
運
動
の
展
開
や
就
労

支
援
な
ど
に
よ
り
、
誰
も
が
持
て
る
能
力
を
最
大

限
に
活
か
せ
る
社

会
を
目
指
し
ま
す
。

長野県食生活改善推進協議会
会長

六波羅 弘美さん
（南箕輪村）

■問い合わせ先／企画部企画課　☎026-235-7014　しあわせ信州創造プラン（長野県総合５か年計画） http://www.pref.nagano.lg.jp/kikaku/kikaku/newplan/top.htm

県民の皆様へ
●　「自分の健康は自分でつくる」という意識を持ち、運動習慣
や食生活改善などに取り組みましょう。

●　がんなどの生活習慣病の早期発見・治療のため、定期的に
検診を受診しましょう。　　　　　　　　　　　　 　など

県民の皆様へ
●　男性も、家事・育児・介護などに主体的に参画して、女性が仕事と家庭生活を
両立できる環境づくりに積極的に協力しましょう。

●　企業等の皆さまには、若い世代の積極的な採用をお願いします。　　 など

「
信
州
の
宝
」
で
あ
る
農
山
村
の
活
性
化
支
援
、

「
信
州
ら
し
さ
」
が
実
感
で
き
る
風
景
の
選
定
、

文
化
財
や
伝
統
芸
能
の

保
存
・
伝
承
の
取
り
組

み
へ
の
支
援
な
ど
に
よ

り
、
美
し
い
景
観
や
自

然
、
文
化
を
守
り
、
育

て
、
活
か
し
、
信
州
人

と
し
て
の
誇
り
を
持って

暮
ら
せ
る
地
域
を
目
指

し
ま
す
。

主な達成目標
都 市 農 村
交 流 人 口

546,544人（Ｈ22年度）

⇨60万人（Ｈ29年度）

文 化 芸 術 活 動 に
参加した人の割合

62.５％（Ｈ24年度）

⇨70.０％（Ｈ29年度）

県民の皆様へ
●　将来にわたって住み続けることができる地域づくりに一緒に取
り組みましょう。

●　良好な景観を育成するため、植栽や清掃・美化活動などの身近な
取り組みを行いましょう。　　　　　　　　　　 　　　 　など

少
子
化
対
策
の
充
実
に
加
え
、
未
婚
者
の
出
会
い

の
機
会
の
拡
大
や
婚
活
情
報
の
提
供
な
ど
の
結
婚
支

援
、
三
大
都
市
圏
で
の

相
談
や
情
報
発
信
機

能
の
強
化
に
よ
る
移

住
・
交
流
の
促
進
に
よ

り
、
活
動
人
口
の
増

加
を
目
指
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
、
学
力
・
体
力
な
ど
を
身
に
付
け
、
人
生
を
切
り
拓
き
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
と
し
て
育
つ
た
め
に
、
小
・
中
学
校
全
学
年
で
の

30
人
規
模
学
級
の
実
施
や
農
林
業
体
験
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
地

域
の
生
涯
学
習
指
導
者
の
養
成
と
いった
生
涯
に
わ
た
る

学
び
の
環
境
の
整
備
な
ど
に
よ
り
、
誰
も
が
自
己
を
磨
き

豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
教
育
県
を
目
指
し

ま
す
。

「
掘
り
起
こ
そ
う
、
足
元
の
価
値
。

伝
え
よ
う
、
信
州
か
ら
世
界
へ
。」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
地
域
資
源
を
活
か
し

た
価
値
あ
る
商
品
づ
く
り
へ
の
支
援

な
ど
、
信
州
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に

取
り
組
み
ま
す
。
磨
き
上
げ
た
ブ
ラ

ン
ド
は
、「
信
州
ら
し
さ
」
を
表
す

キ
ャッ
チ
フ
レ
ー
ズ「
し
あ
わ
せ
信
州
」

と
共
に
統
一

感
を
持
っ

て
発
信
し

ま
す
。

主な達成目標

学 校
満 足 度

（小学校） 90.４％⇨92.０％（中学校） 85.７％⇨90.０％
（H23年度→H29年度）

（高等学校） 75.3％⇨80.０％（H24年度→H29年度）

全国学力・学習状況調査で「基礎的・基本
的な内容の定着度」が全国平均より高い
児童生徒の割合

（小学校） 61.8％⇨65.０％
（中学校） 56.5％⇨60.０％

（H24年度→H29年度）

主な達成目標
都道府県別地域
ブランドランキング

17位（Ｈ22年度）

⇨10位以内（Ｈ29年度）

主な達成目標
県 の 推 計 値

（13,888人 ）を
上 回 る 出 生 数

+600人（Ｈ29年度）

行政サポートに
よ る 移 住 者 数

456人（Ｈ23年度）

⇨1,000人（Ｈ29年度）

県民の皆様へ
●　地域や企業等で若者の結婚支援を積極的に
行いましょう。

●　誰もが安心して子どもを生み育てられるよ
う子育て世帯を支えましょう。

●　移住者を地域全体で温かく迎え入れましょう。
など

県民の皆様へ
●　保護者はもとより地域住民の皆さまは、学校運営に積極
的な支援をお願いします。

●　社会体験・職業体験への協力など、学校と連携して子ども
たちの体験を通じた学びを支援しましょう。　　　　など

県民の皆様へ
●　提供する商品や物産、サービスに込めた
「想い」やストーリーを私たちの信州ブランド
として、誇りを持って主張しましょう。 など

全
国
ト
ッ
プ
の
長
寿
や
就
業
率
、
美
し
い
自
然
環
境
や
優
れ
た
伝
統
・
文
化

な
ど
信
州
な
ら
で
は
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
基
盤
を
強
化
し
、
豊
か
さ
が
実
感
で

き
る
暮
ら
し
を
実
現
し
ま
す
。

未
来
を
切
り
拓
く
知
恵
と
行
動
力
を
持
っ
た
人
材
が

育
つ
知
の
拠
点
づ
く
り
や
、
地
域
づ
く
り
な
ど
の
社
会

活
動
に
参
画
す
る
「
活
動
人
口
」
の
増
加
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
県
民
参
加
と
協
働
に
よ
り
地
域
課
題
を
解

決
す
る
県
政
を
実
現
し
ま
す
。

４
健
康
づ
く
り
・
医
療
充
実
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

５
雇
用
・
社
会
参
加
促
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

７
活
動
人
口
増
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

８
教
育
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

９
信
州
ブ
ラ
ン
ド
確
立
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

６
誇
り
あ
る
暮
ら
し
実
現

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

私たちも取り組んでいます！

生で食べられる「フルーツコーン」を栽培するかたわら、一人でも多く農業を
目指してほしいとの思いから、地元中学校の農業体験を受け入れています。
　子どもたちには農作業など生活に根付いた体験を通して「生きる力」を身に付
けてほしいので、これからも受け入れを続けていきます。

私たちも取り組んでいます！

創業から350年。代々引き継がれてきた味を守り
ながら、日本酒の良さを知ってもらうために新しいチ
ャレンジを続けています。

材料の米や水はすべて地元のもの。私たちの蔵の日
本酒が地域を知ってもらうきっかけになってほしいと
の想いを込めてこれからも酒造りに励んでいきます。

私たちも取り組んでいます！

「
信
州
」の
価
値
向
上
と
発
信

「
人
」と「
知
」の
基
盤
づ
く
り

豊
か
さ
が
実
感
で
き
る
暮
ら
し
の
実
現
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信
州

最
前
線

た
ゆ
み
な
い
試
験
研
究
と
担
い
手
の
育
成
に
よ
り

長
野
県
の
森
林
・
林
業
を
支
え
る

　
長
野
県
は
県
土
の
約
８
割
が
森
林

で
す
。
森
林
に
は
水
資
源
の
涵か

ん
よ
う養
や

国
土
の
保
全
、
憩
い
の
場
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
機
能
が
あ
り
、
社
会
全
体

の
共
通
の
財
産
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
今
、
こ
の
森
林
を
健
全
な
姿
で

次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

■長野県林業総合センター　〒３９９-０７１１　塩尻市大字片丘５７３９
☎０２６３-５２-０６００　ＦＡＸ０２６３-５１-１３１１    http://www.pref.nagano.lg.jp/xrinmu/ringyosen/index.htm

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
36
年
、
塩
尻
市
宗
賀
に
林
業
生
産
技
術
の
改
善
や

健
全
な
森
林
整
備
を
進
め
る
た
め
の
「
林
業
指
導
所
」
と
し
て
開
所
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
森
林
・
林
業
は
、
木
材
生
産
だ
け
で
な
く
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
生
物

多
様
性
の
保
全
な
ど
の
分
野

で
も
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
研
究
範
囲
も
広
が
っ
た

た
め「
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
、
昭
和
63
年
に
現
在

の
塩
尻
市
片
丘
に
移
転
。
森

林
や
林
業
・
林
産
業
に
携
わ

る
方
々
の
技
術
向
上
や
研
究

の
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

森
林
と
身
近
に
接
し
て
も

ら
う
た
め
、体
験
学
習
の
森
や

学
習
展
示
館
、ふ
れ
あ
い
の
森
、

バ
ン
ガ
ロ
ー
の
あ
る
キ
ャ
ン
プ

場（
予
約
が
必
要
で
す
。）な
ど

を
備
え
て
お
り
、年
間
四
千
人

を
超
え
る
利
用
者
を
お
迎
え

し
て
い
ま
す
。

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で

キ
ャ
ン
プ
も

で
き
る
！ 

　 

森
林
づ
く
り
は
、植
え
て
→
育
て

て
→
伐き

っ
て
→
使
っ
て
→
植
え
て

→・・・と
い
う
サ
イ
ク
ル
で
成
り

立
つ
五
十
年・百
年
単
位
の
息
の
長

い
仕
事
で
す
。

時
代
に
応
じ
て
変
わ
っ
て
い
く

森
林
へ
の
期
待
や
役
割
を
的
確
に

捉
え
た
研
究
開
発
を
行
い
、長
野

県
の
森
林
づ
く
り
を
支
え
ま
す
。

時
代
の
要
請
に
応
え
た

森
林
・
林
業
の

研
究
を
進
め
ま
す

長
野
県
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー　
　

 

　
　
菅す

が

や谷 

行ゆ
き
ひ
ろ博 

所
長 

育
林
部
は
、
間
伐
や
獣
害
防
除
な
ど
健
全

な
森
林
づ
く
り
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
病
害
虫
に
よ
る
ナ
ラ
枯
れ
や

ニ
ホ
ン
ジ
カ
等
に
よ
る
森
林
被
害
を
防
ぐ
方

法
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

間伐により整備された森林

健
全
な

森
林
づ
く
り
を
追
究
育林部

特
産
部
で
は
、
キ
ノ
コ
類
や
山
菜
な
ど
森
の

恵
み
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、

「
ヤ
マ
ブ
シ
タ

ケ
」
の
栽
培

技
術
を
開
発

し
、
品
種
登

録
を
行
い
ま

し
た
。「
短
期

間
で
収
穫
で

き
る
。」
と
、

  

好
評
を
得
て

い
ま
す
。

キノコの増殖技術も研究

キ
ノ
コ
や
山
菜
で

森
林
を
有
効
活
用

特産部

管
理
部
は
、
情
報
発
信
の
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
持
つ
技
術
や
研
究
内
容
を
分

か
り
や
す
く

伝
え
る
た
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
子
ど
も

向
け
ペ
ー
ジ

や
Ｑ
＆
Ａ
を

充
実
さ
せ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
海

外
か
ら
の
視

察
も
受
け
入

れ
て
い
ま
す
。

国内外からの視察を受け入れ

セ
ン
タ
ー
の

研
究
開
発
を
発
信

管理部

指
導
部
で
は
、
こ
れ
か
ら
林
業
を
始
め
よ

う
と
い
う
方
か
ら
第
一
線
の
林
業
技
術
者
ま
で

段
階
に
応
じ
た
講
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
六
千
人
以
上
の
方
が
研
修
を
受
け
、

現
場
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
林
業
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
「
林

業
士
」
も
養
成
し
て
い
ま
す
。

構内の森林での実習

地
域
林
業
を
支
え
る

人
材
を
養
成

指導部

木
材
部
は
、
木
の
材
質
や
強
度
な
ど
の
特
長
に

合
わ
せ
た
加
工
技
術
や
利
用
方
法
を
研
究
し
て
い

ま
す
。

特
に
長
野
県
の

人
工
林
の
５
割
以

上
を
占
め
る
カ
ラ

マ
ツ
の
利
用
に
関

す
る
研
究
開
発
は

全
国
的
に
注
目
さ

れ
て
お
り
、
や
ま

び
こ
ド
ー
ム
や
エ
ム

ウ
ェ
ー
ブ
の
ほ
か
、

一
般
住
宅
の
柱
や

梁は
り

な
ど
に
広
く
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

木の温もりを感じる児童センターのプレイルーム

カ
ラ
マ
ツ
の
利
用
開
発

は
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
木材部
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フォト
ながのけん

2013.02 ▼04

２月４日、長野県が大好きな人たちのための会員制ファ
ンクラブ「楽園信州ファンクラブ」のプロモーションイベ
ントで、下條村出身のタレント 峰竜太さんに長野県初の
観光大使を委嘱しました。

２月19日には、海外からの観光客を長野県に誘致する
ため、台湾の歌手 林

り ん

宥
よ う が

嘉さんに観光親善大使を委嘱。
お二人の絶大な発信力をお借りして、長野県の素晴らしさを広めていきます。

長野県の魅力を観光大使が発信

４月２日、県庁東庁舎に「協働コーディネートデスク」
を開設しました。

民間と行政、民間同士などさまざまな協働を進め、質
の高い公的サービスの提供や地域の課題の解決を目指
します。

協働の輪を広げる相談窓口を開設

４月15日、16日に天皇、皇后両陛下が千曲市、長野市を訪問されました。
両陛下が時期や場所を自ら選定し、ご旅行されるのは初めてのこと。
千曲市のあんずの里スケッチパークでは、地元の方からの説明を聞き

ながら、園内を散策されました。
県立歴史館や工業技術総合センター食品部門も訪れ、長野県の文化や

技術を視察されました。

春の信濃路をご旅行

諏訪児童相談所が諏訪市湖南に移転
し、３月27日に開所式を行いました。

県産材を多用した新施設は、プライバ
シーに配慮した間取りとなっています。

相談・援助機能も充実し、さまざまな
課題に直面する子どもたちに寄り添っ
た支援を行います。

諏訪児童相談所が機能充実
のため移転改築

「信州らしさ」を統一感をもって効果的に発信するため、信州ブランド
戦略のキャッチフレーズとロゴマーク、スローガンを３月26日決定しま
した。

ロゴマークの「信州ハート」は、信州の「しあわせ」を多くの皆さんと分か
ち合いたいという思いを込めて、信州をイメージするグリーンのハートで
表したもの。

商品ラベルや広告などに活用していただくことにより、企業や県民の
皆さまと信州のブランド力の向上に取り組んでいきます。

「信州らしさ」の発信ツール
４月24日、満蒙開拓平和記念

館の開館式が行われました。
阿智村に開館した記念館は、

「満蒙開拓の悲しい歴史が二度
と繰り返されないように」との思
いを込め、県と地元市町村や広
域連合、地域の関係者が一体と
なって努力を続け、建設されたも
のです。

満蒙開拓の歴史をしっかりと
引き継いでいくための拠点とし
て活用されます。

満蒙開拓の歴史を次の世代へ

３月13日、信州の山々を舞台に山岳救助
をめぐるドラマを描いた漫画「岳」の主人公 
島崎三歩さんを山岳遭難防止対策のシンボ
ルキャラクターに任命しました。

知名度の高い島崎三歩さんをポスター等
に掲載し、安全な登山を呼び掛けます。

安全登山に向け「三歩」が出動

峰竜太さんの大使委嘱式

（左）「岳」の著者　石塚真一さん　　©２００５　石塚真一／小学館

上田警察署が上田市天神に移転し、２月23日
に落成式を行いました。

新しい施設は、自家発電装置の大容量化や耐
震性の向上など災害時の地域防災拠点としての
機能も充実。

地域の皆さまの安心・安全の新しい拠点です。

安心・安全の新拠点　上田警察署が移転

林宥嘉さん

（キャッチフレーズ ＆ ロゴマーク）

（スローガン）
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保
護
者
や
地
域
住
民
に
よ
る
学
習
支
援

や
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
、
教
育
活
動
を

地
域
が
支
援
す
る
信
州
独
自
の
仕
組
み（
信

州
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
）
を
検
討
し
、

そ
の
普
及
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
地
域
と

共
に
あ
る
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

長
野
県
に
は
、多
く
の
県
民
が
県
歌
「
信

濃
の
国
」
が
歌
え
る
な
ど
の
優
れ
た
教
育

の
伝
統
や
、
30
人
規
模
学
級
の
推
進
な
ど

維
持
・
充
実
し
た
い
教
育
の
活
動
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
「
教
育
の
伝
統
」
や
「
教

子
ど
も
た
ち
に
質
の
高
い
教
育
を
提
供

す
る
た
め
、「
教
員
の
資
質
向
上
・
教
育
制

度
あ
り
方
検
討
会
議
」
の
提
言
を
踏
ま
え
、

教
員
の
採
用
・
人
事
、
評
価
、
研
修
の
改

革
を
進
め
、
指
導
力
の
向
上
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

今
年
度
か
ら
、「
30
人
規
模
学
級
」
を
中

学
校
３
学
年
へ
拡
大
し
、
全
国
に
先
駆
け

て
小
・
中
学
校
の
全
学
年
で
実
施
し
て
い

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
に
き
め
細
か
な
指
導
を

行
う
こ
と
で
、
学
習
・
生
活
習
慣
の
定
着

と
基
礎
学
力
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
楽

し
み
な
が
ら

子
ど
も
の
体

力
・
運
動
能

力
が
向
上
す

る
よ
う
作
成

し
た
「
長
野

県
版
運
動
プ

ロ
グ
ラ
ム
」

の
普
及
に
努

め
ま
す
。

児
童
生
徒
の
勤
労
観
・
職
業
観
を
育
む

た
め
、
昨
年
設
置

し
た
「
長
野
県

キ
ャ
リ
ア
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
」
に

お
い
て
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
改
善
・
充

実
を
図
り
ま
す
。

国
際
舞
台
や
全
国
大
会
な
ど
で
、
本
県

選
手
が
活
躍
す
る
こ
と
は
、
多
く
の
県
民

に
喜
び
や
感
動
を
も
た
ら
し
、
さ
ら
に
は

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
や
参
加
意
欲
を
高
め

ま
す
。

冬
季
ア
ス
リ
ー
ト
を
発
掘・育
成
す
る「
Ｓ

Ｗ
Ａ
Ｎ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」

な
ど
を
通
し

て
、
競
技
者

の
育
成
・
強

化
に
取
り

組
ん
で
い
き

ま
す
。

地
域
社
会
の
発
展
を
担
う
人
材
を
育
成

す
る
た
め
、
大
学
間
の
連
携
の
強
化
や
産

学
と
の
協
働
の
推
進
、
県
立
４
年
制
大
学

の
設
置
な
ど
、
高
等
教
育
全
体
の
振
興
を

図
り
ま
す
。

長野県版運動プログラム「電線のすずめ」

就業体験活動での農園実習

❶ 

学
力・体
力
の
向
上

「
30
人
規
模
学
級
」

「
長
野
県
版
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

キーワード

❷ 

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進

「
長
野
県
キ
ャ
リ
ア
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」

キーワード

❽ 

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

「
Ｓ
Ｗ
Ａ
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

キーワード

❸ 

高
等
教
育
の
充
実

「
大
学
間
連
携
」

「
産
学
官
協
働
」

キーワード

❺ 

教
員
の
資
質
能
力
向
上

「
教
員
の
資
質
向
上・教
育
制
度

  
あ
り
方
検
討
会
議
に
よ
る
提
言
」

キーワード

❹ 

地
域
に
開
か
れ
た

　 

多
様
な
公
立
学
校

「
信
州
型
コ
ミ
ュニ
ティ
ス
ク
ー
ル
」

キーワード

県
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
進
め
る

長
野
県
ら
し
い
教
育

「
信
州
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」

キーワード

昨
年
社
会
的
な
問
題
と
な
っ
た
「
い
じ

め
」
に
も
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
ま
す
。
特

に
困
難
な
問
題
に
は
、
医
師
・
弁
護
士
・

心
理
士
・
福
祉
関
係
者
な
ど
か
ら
な
る
「
い

じ
め
等
学
校
問
題
支
援
チ
ー
ム
」
を
組
織

し
、
専
門
的
な
助
言
や
問
題
解
決
に
向
け

た
支
援
を
行
い
ま
す
。

不
登
校
に
つ
い
て
は
、
教
職
員
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
が
連
携
し
て
チ
ー
ム
支
援
体
制

を
確
立
し
、
不
登
校
の
児
童
生
徒
の
学
習

を
支
援
す
る
ほ
か
、
児
童
生
徒
の
悩
み
の

背
景
に
あ
る
家
庭
や
生
活
環
境
に
起
因
す

る
課
題
の
解
決
も
支
援
し
ま
す
。

本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
の
到
来
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
行
な
ど
、
今
、
時
代
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
時
代
の
潮
流
に
よ
り
、
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
「
第
２
次
長
野
県
教
育
振
興
基
本
計
画
」
を
今
年
３
月
に
策
定
し
、「
一
人
ひ
と
り
の
学
び
が
生
き
る
教
育
立
県

“
信
州
”
の
創
造
」
を
基
本
理
念
に
、
８
つ
の
重
点
的
な
施
策
と
、
長
野
県
ら
し
い
教
育
の
姿
を
具
体
的
に
示
し
ま
し
た
。

一人
ひ
と
り
の
学
び
が
生
き
る
教
育
立
県“
信
州
”の
創
造

支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の
自
立
と

社
会
参
加
に
向
け
て
、
分
か
る
授
業
づ
く

り
を
進
め
、
教
員
の
専
門
性
向
上
を
図
り
、

す
べ
て
の
子
ど
も
が
共
に
学
び
共
に
育
つ

こ
と
が
で
き
る
教
育
（
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
）
を
目
指
し
ま
す
。

❼ 

特
別
支
援
教
育
の
充
実

「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
」

キーワード

「教員の資質向上・教育制度あり方検
討会議」は、度重なる教員の不祥事等を
受けて、昨年７月に県教育委員会と県が
設置した外部有識者らによる検討会議
です。
　提言では、不祥事根絶のための抜本的
な対応策や、時代の要請に応じた長野県
の教育制度の方向性が示されました。

県教育委員会と県では、今年６月まで
にこの提言に基づく施策の実施に向けた行動計画を策定し、その進

しんちょく

捗を
管理する第三者機関を設置します。

「教員の資質向上・教育制度あり方検討会議による提言」とは？

H25.3.19、赤羽貞幸座長（信州大学理事・
副学長）により、提言が報告された。

Pick up

不祥事の再発防止のた
めにも、これからは地域や
社会に開かれた学校運営を
行うことが重要です。
　提言に沿って着実に施策
を実施し、不祥事が起きな
い環境づくりを進めてもら
いたいと思います。

赤羽貞幸座長より提言を終えて一言

全国で活躍する冬季アスリート

信
州
教
育
の
再
生
に

取
り
組
み
ま
す

長
野
県
教
育
委
員
会

教
育
長 

伊
藤 

学
司

長
野
県
に
は
、全
国
に
誇

れ
る
信
州
教
育
の
土
壌
が
あ

り
ま
す
。地
域
の
皆
さ
ん
や
教

職
員
の
努
力
に
よ
っ
て
培
わ

れ
た
信
州
教
育
の
良
さ
を
活
か
し
つ
つ
、そ
の
再
生
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「
一
人
ひ
と
り
の
学
び
が
生
き
る
教
育
立
県“
信
州
”の

創
造
」に
向
け
、県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■問い合わせ先／教育委員会教育総務課　☎026-235-7423

育
活
動
」
に
、
全
て
の
高
校
生
へ
の
就
業

体
験
の
実
施
な
ど
新
た
に
実
現
し
た
い「
教

育
の
目
標
」
を
加
え
、「
信
州
教
育
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
」
と
し
て
提
案
し
、
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

今
回
の
計
画
で「
信
州
教
育
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
」
と
し
て
掲
げ
た
項
目
以
外
に
も
、
今

後
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ

し
い
教
育
の
姿
を
県
民
の
皆
さ
ん
と
共
に

掘
り
起
こ
し
、
検
証
し
て
、
新
た
な
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
に
加
え
て
い
き
ま
す
。

❻ 

い
じ
め・不
登
校
対
策

「
い
じ
め
等
学
校
問
題
支
援
チ
ー
ム
」

キーワード

910



「
Ｓ
Ｕ
Ｗ
Ａ 

Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｈ 

Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｒ
」
は
、

平
成
16
年
度
に
県
が
主
催
す
る
思
春
期
ピ
ア

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
養
成
講
座
を
修
了
し
た
学
生

が
、
自
主
的
に
立
ち
上
げ
た
の
が
始
ま
り
で
、

現
在
約
30
人
の
学
生
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
先
輩
に
誘
わ
れ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た

け
れ
ど
、
養
護
教
諭
に
な
る
た
め
の
良
い
ス

キ
ル
に
な
る
と
思
っ
た
。」、「
助
産
師
に
な
り

た
い
。性
の
こ
と
を
知
っ
て
お
き
た
か
っ
た
。」

な
ど
、
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
た
理
由
を
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。

「
思
春
期
の
心
の
問
題
を
解
決
す
る

き
っ
か
け
と
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

活
動
し
て
い
ま
す
。」
と
話
し
て
く
れ
た
の

は
、
田
中
さ
ん
。
ま
な
ざ
し
や
話
し
方
か

ら
「
Ｓ
Ｕ
Ｗ
Ａ 

Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｈ 

Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｒ
」
の

メ
ン
バ
ー
が
、
こ
の
活
動
に
ひ
た
む
き
に
取

り
組
ん
で
い
る
の
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

昨
年
の
12
月
と
今
年
の
１
月
、
児
童
養

護
施
設
か
ら
の
依
頼
で
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
昨
年
の
活
動
の
中
で
最
も
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。
施
設
の
子
と
接
す
る
の
は
初
め

て
で
し
た
。
同
年
代
と
い
っ
て
も
、
親
と
一

緒
に
住
む
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
、
自
分

「
こ
こ
で
得
た
も
の
を
活
用
す
る
た
め
、

私
た
ち
の
活
動
を
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ

て
ほ
し
い
。」と
上
田
さ
ん
。中
島
さ
ん
は
、「
小

中
学
校
で
自
己
理
解
と
他
者
理
解
を
勧
め

た
い
。
い
じ
め
の
対
策
に

も
な
る
と
思
い
ま
す
。」

と
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

意
欲
的
に
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

「
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
活
動
は
、
自
分
に
と
っ

て
も
得
る
も
の
が
多
い
で

す
。
自
分
の
気
持
ち
を
相

手
に
伝
え
た
い
と
き
、
分

か
っ
て
ほ
し
い
と
き
な
ど

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

ス
キ
ル
が
役
に
立
ち
ま
す
。

お
互
い
納
得
で
き
、
い
い

気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。
新
年
度
に
は
、
後
輩

に
そ
の
こ
と
を
伝
え
た
い
。」
と
阿
部
さ
ん
。

「
Ｓ
Ｕ
Ｗ
Ａ 

Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｈ 

Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｒ
」
の

取
り
組
み
は
、
後
輩
へ
と
引
き
継
が
れ
、
さ

ら
に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

「
Ｓ
Ｕ
Ｗ
Ａ 
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｈ 

Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｒ
」
は
、

諏
訪
赤
十
字
看
護
専
門
学
校
の
学
生
が

思
春
期
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う
た

め
に
結
成
し
た
サ
ー
ク
ル
で
す
。

「
ピ
ア
（
Ｐｅ
ｅ
ｒ
）」
と
は
、英
語
で
「
仲

間
」
や
「
同
僚
」
を
意
味
し
ま
す
。「
思
春

期
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
は
、
性
行
動
の

活
発
化
・
低
年
齢
化
に
よ
る
性
感
染
症
の

増
加
や
薬
物
乱
用
、
喫
煙
、
飲
酒
の
増
加

に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
な
ど
、
思
春
期
特
有

の
課
題
に
ピ
ア
の
意
識
を
持
っ
て
行
う
相
談

活
動
で
す
。

と
は
ま
っ
た
く
違
う
環
境
で
育
っ
て
き
た
子

と
う
ま
く
交
流
で
き
る
か
不
安
で
し
た
。
養

成
講
座
で
身
に
付
け

た
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
の
ス
キ
ル
の
お
か
げ

で
、
徐
々
に
距
離
を
縮

め
る
こ
と
が
で
き
、
本

当
に
仲
良
く
な
り
ま
し

た
。
施
設
の
子
た
ち
は
、

真
剣
に
将
来
の
こ
と
を

考
え
て
い
て
、
逆
に
私
た

ち
も
頑
張
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
い
う
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。」
と
清

沢
さ
ん
。

児
童
養
護
施
設
か
ら

は
、「
少
し
年
上
の
仲
間
と
の
交
流
で
、
近

い
将
来
の
自
分
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
前
向
き

に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。」
と
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

３
月
９
日
、
県
内
で
活
動
し
て
い
る
５
つ

の
サ
ー
ク
ル
※
が
参
加
し
、
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
ス
キ
ル
の
向
上
研
修
や
各
サ
ー
ク
ル

の
活
動
状
況
を
報
告
す
る
た
め
の
「
思
春
期

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座
」

が
、
松
本
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

祝
う
、
喜
ぶ
、
慰
め
る
、
い
ろ
い
ろ
な
気
持
ち

を
伝
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す

る
花
。
そ
の
花
を
使
っ
て
美
し
い
空
間
を
ア
レ
ン

ジ
す
る
花
の
専
門
家
の
こ
と
を
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
い
い
ま
す
。

中
野
市
の
生
花
店
に
勤
め
る
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ

ナ
ー
水
野
舞
さ
ん
は
、
今
年
２
月
に
開
催
さ
れ
た

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
技
術
の
高
さ
を
競
い

合
う
「
第
33
回
全
日
本
花か

卉き

装
飾
技
術
選
抜
選

手
権
大
会
」
に
お
い
て
、
最
高
賞
の
内
閣
総
理
大

臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
腕
を
磨
き
、
新
し
い
自
分
を
発
見
す
る
た

め
。」
と
平
成
19
年
に
地
区
予
選
に
参
加
し
て
以

来
、
３
回
目
の
挑
戦
で
初
め
て
全
国
大
会
へ
の
切

符
を
つ
か
ん
だ
の
が
昨
年
の
大
会
。
長
野
県
は
、

こ
れ
ま
で
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
デ
ザ

イ
ナ
ー
を
何
人
も
輩
出
し
て
い
る
全
国
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
激
戦
区
で
す
。
生
花
販
売
や
花
の
手
入
れ

な
ど
店
頭
で
の

仕
事
を
こ
な
し

な
が
ら
、
時
に

は
深
夜
ま
で
及

ぶ
練
習
を
日
々
続
け
て
こ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。「
技

術
が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

て
自
信
が
つ
き
ま
し

た
。」
と
水
野
さ
ん
。

２
回
目
の
出
場
と
な

る
今
年
の
全
国
大
会

に
は
、
全
国
か
ら
選
抜

さ
れ
た
14
人
が
出
場
。

大
会
当
日
、
花
材
や

器
、
資
材
が
渡
さ
れ
、

制
限
時
間
内
に
課
題

に
挑
戦
し
ま
す
。
初
め

て
進
出
し
た
決
勝
で
は
、

ラ
ン
数
種
類
を
使
っ
た
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
の
テ
ー

ブ
ル
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
挑
み
ま
し
た
。
花
材
の
調

和
や
空
間
の
使
い
方
な
ど
が
評
価
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

「
ラ
ン
は
、
単
独
で
主
役
に
な
っ
て
し
ま
う
花

な
の
で
、
そ
れ
以
外
の
花
と
ど
の
よ
う
に
調
和
で

き
る
か
、
つ
ま
り
、
主
役
と
な
れ
る
花
に
う
ま

く
脇
役
を
演
じ
さ
せ
る
空
間
を
デ
ザ
イ
ン
で
き

る
か
ど
う
か
、
と
い
う
点
を
意
識
し
ま
し
た
。」

と
水
野
さ
ん
は
決
勝
の
舞
台
を
振
り
返
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

「
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
、
花
で
お
客
さ
ま

の
要
望
を
表
現
す
る
た
め
、
ア
レ
ン
ジ
の
技
術

に
加
え
て
、
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
す
想
像
力
が

と
て
も
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
、
花
に
関
す
る
知

識
の
ほ
か
、
音
楽
や
美
術
な
ど
幅
広
い
分
野
に
も

興
味
を
持
つ
よ
う
心
掛
け
ま
し
た
。
大
会
前
は
、

い
ろ
い
ろ
な
花
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
繰

り
返
し
思
い
描
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
決
勝
で
、
花

の
特
長
や
空
間
を
生
か
し
た
軽
や
か

な
作
品
を
完
成
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

た
と
思
い
ま
す
。
ま
さ
か
自
分
が
受
賞

で
き
る
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。」
と
栄
冠
に

輝
い
た
喜
び
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
楽
し

さ
に
つ
い
て
「
自
分
の
技
術
で
花
の
新

し
い
魅
力
を
さ
ら
に
引
き
出
し
、
お
客

さ
ま
の
期
待
や
想
像
を
超
え
た
、
サ

プ
ラ
イ
ズ
を
起
こ
す
作
品
を
生
み
出

せ
る
こ
と
。」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
念
願
だ
っ
た
ブ
ラ
イ
ダ
ル
関
連
の
デ

ザ
イ
ン
も
担
当
す
る
予
定
の
水
野
さ
ん
、「
お
客

さ
ま
が
期
待
し
て
い
る
以
上
に
幸
せ
を
感
じ
て

も
ら
え
る
サ
プ
ラ
イ
ズ
を
さ
ら
に
デ
ザ
イ
ン
し

た
い
。」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

水
野
さ
ん
の
作
品
に
よ
っ
て
、
全
国
の
皆
さ
ん

に
多
く
の
「
幸
せ
な
サ
プ
ラ
イ
ズ
」
が
届
け
ら
れ

る
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。

水
野 

舞 

さ
ん

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー

・フラワー装飾１級技能士
・有限会社はなとも（中野市）
  勤務

水野 舞さん
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▲児童養護施設で行ったピアカウンセリング。

～
同
年
代
の
仲
間
の
悩
み
に
寄
り
添
っ
て
～

Ｓ
ス
　
ワ

Ｕ
Ｗ
Ａ 

Ｆ
フ
　
レ
　
ッ
　
シ
　
ュ

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｈ 

Ｐ
ピ
　
ア

Ｅ
Ｅ
Ｒ 

［
諏
訪
市
］

地
域
の
輝
く
活
動
を
ご
紹
介

地
域
の
特
色
や
資
源
な
ど
を
活
か
し
て
活
躍
す
る

団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
紹
介
し
ま
す
。

■
思
春
期
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
：

　
県
健
康
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こ
ど
も・家
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県
内
の
思
春
期
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ア
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セ
ラ
ー
サ
ー
ク
ル
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域
）、SU

W
A

 FRESH PEER

（
諏
訪
地
域
）、

　

Happeer

☆（
上
伊
那
地
域
）、Matsu

☆Peer C
olors

（
松

　
本
地
域
）、Happy Life PEERS

（
長
野
地
域
）

▲３月９日　思春期ピアカウンセラー交流会に参加したメンバー
左から 上田はるかさん、田中玲

れ い な
奈さん、阿部あゆりさん、中島紫

し ほ
帆さん、清沢祥

しょうこ
子さん

▲全国大会決勝で課題に打ち込む水野さん

▲全国大会初出場を決めた作品
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長
野
初
公
開
の
ピ
カ
ソ
の
作
品
他
、19
世
紀
か
ら
20
世
紀
の
フ

ラ
ン
ス
近
代
美
術
を
代
表
す
る
巨
匠
た
ち
の
作
品
な
ど
65
点
を

紹
介
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
期
間
：
６
月
23
日（
日
）ま
で

○
時
間
：
９
時
～
17
時（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で 

水
曜
日
休
館
）

○
会
場
：
長
野
県
信
濃
美
術
館

○
観
覧
料
：
大
人
１
２
０
０
円
、大
学
生
１
０
０
０
円
、

　
　
　
　
　
高
校
生
以
下
無
料

＊
東
山
魁
夷
館
と
の
共
通
観
覧
料
は
大
人
１
５
０
０
円
、

　
大
学
生
１
１
０
０
円

問 

長
野
県
信
濃
美
術
館　
☎
０
２
６–

２
３
２–

０
０
５
２

　
県
民
の
皆
さ
ん
と
知
事
が
テ
ー
マ
に
関
し
て
意
見
交
換
を

行
う
集
会
で
す
。今
回
は
、“
し
あ
わ
せ
信
州
創
造
プ
ラ
ン
”

（
長
野
県
総
合
５
か
年
計
画
）に
つ
い
て
お
伝
え
す
る
た
め
、プ

ラ
ン
に
掲
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
テ
ー
マ
で
す
。

○
開
催
日
時・場
所・「
テ
ー
マ
」

　
・６
月
７
日（
金
）18
時
～
19
時
30
分

　

 

御
代
田
町
エ
コ
ー
ル
み
よ
た「
教
育
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
・７
月
17
日（
水
）18
時
～
19
時
30
分

　

 

須
坂
市
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル「
信
州
ブ
ラ
ン
ド
確
立
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

○
事
前
申
し
込
み
は
不
要
、当
日
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問 

広
報
県
民
課　
☎
０
２
６–

２
３
５–

７
１
１
０

○
対
象
者
：「
2
年
以
内
に
離
職
し
求
職
中（
65
歳
未
満
）」「
離

職
に
よ
り
住
宅
を
失
っ
た
」な
ど一定
の
要
件
に
該
当
す
る
方

○
支
給
期
間
：
原
則
３
カ
月

＊
申
込
方
法
等
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問 

市
役
所
、保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
ま
た
は
地
域
福
祉
課

　

 

☎
０
２
６–

２
３
５–

７
１
３
０（
地
域
福
祉
課
）

離
職
者
等
へ
住
宅
手
当
を
支
給
し
ま
す

県
政
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
県
で
は
、豊
か
な
自
然
環
境
を
守
り
、地
球
温
暖
化
を
防
止

す
る
た
め
、「
レ
ジ
袋
無
料
配
布
中
止
」を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

食
品
ス
ー
パ
ー
等
で
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。皆
さ
ん

も
、買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
、レ
ジ
袋
の
削
減
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

廃
棄
物
対
策
課　
☎
０
２
６–

２
３
５–

７
１
８
１

買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
よ
う

○
日
時
：
６
月
22
日（
土
）10
時
～
14
時

　
　
　
　
７
月
20
日（
土
）12
時
～
16
時

○
内
容
：
学
校・入
試
説
明
会
、展
示
コ
ー
ナ
ー
、校
内
見
学
、

　
　
　
体
験
授
業（
7
月
20
日
の
み
）

○
会
場
：
長
野
県
工
科
短
期
大
学
校（
上
田
市
）

○
7
月
20
日
の
み
上
田
駅
か
ら
無
料
の
送
迎
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
。11
時
30
分
発
と
12
時
30
分
発
の
２
本
で
す
。

○
詳
し
く
は
長
野
県
工
科
短
期
大
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://w

w
w

.pit-nagano.ac.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

長
野
県
工
科
短
期
大
学
校　
☎
０
２
６
８–

３
９–

１
１
１
１

工
科
短
期
大
学
校
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

表紙の写真は、挑戦する信州人で紹介
した水野舞さんのフラワーアレンジメ
ント。ハートをかたどり、日ごろお世話に
なっている皆さんへの感謝の気持ちを
表現しています。

アレンジしていただいたのは、長野県
の初夏を彩る代表的な切り花。ダリア
はJAみなみ信州組合、カーネーション
は南信ハウスカーネーション組合から
ご提供いただきました。

表 紙 の 写 真

お
知
ら
せ

　
長
野
県
警
察
で
は
、平
成
26
年
４
月
採
用
予
定
の
警

察
官
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
期
間
：
５
月
27
日（
月
）～
６
月
21
日（
金
）

○
採
用
試
験
：
７
月
14
日（
日
）

○
採
用
区
分
：
警
察
官
Ａ（
大
卒
、男
性・女
性
）

＊
受
験
資
格
な
ど
詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問 

長
野
県
警
察
本
部　
警
察
職
員
採
用
セ
ン
タ
ー

　
　

 

０
１
２
０–

３
１
４–

０
３
１

長
野
県
警
察
官 募
　
集

け
た
エ
コ
住
宅
を
県
内
に
新
築
ま
た
は
購
入
す
る
方

○
募
集
件
数
：
２
０
０
件（
先
着
順
）

❖
信
州
型
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
金

○
助
成
額
：
最
大
30
万
円（
県
外
か
ら
移
住
さ
れ
る
方

に
は
、最
大
50
万
円
）

○
対
象
工
事
：
県
産
木
材
を
使
用
し
た
50
万
円
以
上
の

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

○
対
象
者
：
県
内
に
居
住
す
る
方
ま
た
は
県
外
か
ら
移

住
さ
れ
る
方
で
助
成
対
象
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
方

問 

住
宅
課　
☎
０
２
６–

２
３
５–

７
３
３
９

■問 = 問い合わせ先
■申 = 申し込み先
　  = お知らせ
　  = 募集

　
耐
震
診
断（
無
料
）の
結
果
、改
修
が
必
要
と
診
断
さ
れ
た

住
宅
に
耐
震
補
強
工
事
を
行
う
場
合
、最
大
90
万
円
を
限
度

に
補
助
し
ま
す
。（
補
助
金
額
等
は
市
町
村
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。）

○
対
象
住
宅
：
昭
和
56
年
5
月
以
前
着
工
の
住
宅

○
対
象
工
事
の
例
：

　
耐
力
壁
の
補
強・新
設
、屋
根
の
軽
量
化
な
ど

問 

建
築
指
導
課　
☎
０
２
６–

２
３
５–

７
３
３
５

住
宅
の
耐
震
改
修
補
助
制
度

エドゥワール・マネ
≪灰色の羽根帽子の婦人≫
1882年

「
ひ
ろ
し
ま
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
～

印
象
派
の
巨
匠
た
ち
と
ピ
カ
ソ
～
」展

❖
在
宅
歯
科
医
療
連
携
室

　
寝
た
き
り
等
で
通
院
で
き
な
い
方
の
歯
科
治
療
等
に

関
す
る
相
談
窓
口
。

○
連
絡
先
：
長
野
市
岡
田
町
９
６–

６
長
野
県
歯
科
医
師
会
館
内

　
　
　
　

 

☎
０
２
６–

２
２
６–

４
７
９
４

　

 　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
６–

２
２
４–

１
１
８
８

○
受
付
時
間
：
月
曜
日
～
金
曜
日（
祝
祭
日
除
く
）10
時
～
16
時

❖
在
宅
重
度
心
身
障
害
児（
者
）の
訪
問
歯
科
検
診

　
寝
た
き
り
等
で
歯
科
検
診
を
受
け
ら
れ
な
い
重
度
心
身

障
害
児（
者
）の
方
を
対
象
と
し
た
訪
問
歯
科
検
診
。

○
申
込
方
法

　
７
月
末
頃
ま
で
に
お
住
ま
い
の
市
町
村
の
歯
科
保
健

担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
検
診
の
方
法

　
９
月
以
降
に
歯
科
医
師
等
が
ご
自
宅
を
訪
問
し
、歯

科
検
診・保
健
指
導
等
を
行
い
ま
す
。

＊
申
込
状
況
に
よ
り
ご
希
望
に
応
じ
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

問 

健
康
長
寿
課 

☎
０
２
６–

２
３
５–

７
１
１
６

在
宅
で
歯
科
治
療
、歯
科
検
診
を

受
け
た
い
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す

　
平
成
26
年
４
月
採
用
予
定
の
獣
医
師
を
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
期
間
：
６
月
３
日（
月
）～
６
月
28
日（
金
）

○
申
込
方
法
：
持
参
ま
た
は
郵
送

　
（
郵
送
の
場
合
は
６
月
28
日
の
消
印
ま
で
有
効
）

○
選
考
考
査
：
７
月
25
日（
木
）

○
会
場
：
県
庁
西
庁
舎
１
１
０
号
会
議
室

○
受
験
資
格
：

　
・昭
和
48
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で

　

 

に
生
ま
れ
た
者

　
・獣
医
師
の
資
格
を
有
す
る（
取
得
す
る
見
込
み
の
）者
な
ど

○
採
用
予
定
人
数
：
10
人
程
度

問・■申 

食
品・生
活
衛
生
課

　

 　

 

☎
０
２
６–

２
３
５–

７
１
５
３

長
野
県
職
員（
獣
医
師
）

助
成
金
を
利
用
し
て
、家
を
新
し
く
し
ま
せ
ん
か

○
６
月
～
７
月
開
催
分

○
申
込
方
法
：
電
話・Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

問・■申 

長
野
県
環
境
保
全
研
究
所

　
　

  

☎
０
２
６–

２
３
９–

１
０
３
１

　
　

  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
６–

２
３
９–

２
９
２
９

環
境
保
全
研
究
所「
自
然
ふ
れ
あ
い
講
座
」

内
容

日
時

場
所

雪
深
い
里
地
に
住
む

猛
き
ん
類
、
サ
シ
バ

６
月
15
日（
土
）

９
時
～
12
時

木
島
平
村

く
さ
ば
な
の
暮
ら
し

を
見
つ
め
る
（
ニ
ッ

コ
ウ
キ
ス
ゲ
編
）

７
月
６
日（
土
）

10
時
～
12
時

茅
野
市
車
山
高
原

飯
綱
高
原
の
植
物
と

チ
ョ
ウ

７
月
27
日（
土
）

９
時
～
12
時

長
野
市
飯
綱
高
原

❖
ふ
る
さ
と
信
州・環
の
住
ま
い
助
成
金

○
助
成
額
：
最
大
80
万
円

○
対
象
者
：「
ふ
る
さ
と
信
州・環
の
住
ま
い
」の
認
定
を
受

　
“
信
州
ら
し
さ
”や“
ふ
る
さ
と
”が
実
感
で
き
る

農
村
風
景
写
真
を
募
集
し
、「
ふ
る
さ
と
信
州
風
景

百
選
」を
刊
行
し
ま
す
。

○
募
集
期
間
：
９
月
30
日（
月
）ま
で

＊
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問 

建
築
指
導
課　
☎
０
２
６–

２
３
５–

７
３
４
８

「
心
に
残
る『
ふ
る
さ
と
信
州
』の

 

情
景
」が
あ
る
写
真

ふるさと信州風景百選 検索

　
寄
付
に
よ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
が
行
う
公
共
的
活
動
を
支
え
る

新
し
い
仕
組
み
の
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト「
長
野
県
み
ら
い
ベ
ー
ス
」。

応
援
し
た
い
事
業
や
団
体
な
ど
を
選
ん
で
寄
付
が
で
き
ま
す
。

○
選
べ
る
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

　
事
業
指
定
、団
体
指
定
、地
域・分
野
指
定
な
ど

○
運
用
法
人
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
長
野
県
み
ら
い
基
金

＊
寄
付
は
銀
行・郵
便
振
り
込
み
の
他
、6
月
上
旬
か
ら

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
決
済
も
開
始
し
ま
す

問 

県
民
協
働・Ｎ
Ｐ
Ｏ
課

　

 

☎
０
２
６–

２
３
５–

７
１
８
９

「
長
野
県
み
ら
い
ベ
ー
ス
」を
利
用
し
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
活
動
を
応
援
し
ま
せ
ん
か長野県みらいベース 検索

SBCラジオ「ぐるっと信州 県民ラジオ」
  4〜9月　毎週月曜日 18:35〜19:00

10〜3月　毎週土曜日 18:05〜18:30

FM長野「ランチタイム＠信州」
毎週金曜日 12:00〜12:49

県政広報番組
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塩尻
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1
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4

旅の情報は、
長野県公式観光ウェブサイト

「さわやか信州旅.net」
でどうぞ。または、

（社）信州・長野県観光協会
☎026-234-7165へ
お問い合わせください。
さわやか信州　旅 検索

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w

.pref.nagano.lg.jp
E

-m
ail koho@

pref.nagano.lg.jp

問い合わせ先：坂城町産業振興課 ☎０２６８-８２-３１１１

春
号　

平
成
25
年
５
月
26
日
発
行　

発
行
元
・
長
野
県
広
報
県
民
課　

〒
３
８
０-

８
５
７
０　

長
野
市
南
長
野　

電
話
０
２
６-

２
３
５-

７
０
5
４

配
布
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
・
株
式
会
社
長
野
県
折
込
広
告
セ
ン
タ
ー　

電
話
０
２
６-

２
６
８-

４
５
６
６

第８回ばら祭り
（さかき千曲川バラ公園）
※ねずこんは１日に登場！

イベント

６/1   
土

16
日　

〜

　ご存知長野県観光ＰＲキャラクター。
信州をクマなく歩きまくり、信州の魅力を
世の中にクマなく広げます。

長野県アルクマ

問い合わせ先：長野県観光振興課 ☎０２６-２３５-７２５４

アルクマのスケジュールは
アルクマキャラバン 検索

1

　坂城町特産のねずみ大根から生まれた
「ねずこん」。チャームポイントは長いしっぽ
と短い手足。いつも坂城町の応援をして
いまチュ。

坂城町ねずこん2

　御代田町のレタス畑生まれ。農家の人
に育てられて、散歩しているところをス
カウトされました。町花やまゆり・浅間山・
龍の帽子をかぶり、レタスのポシェットを
提げています。

御代田町みよたん

御代田龍神まつり
（龍神の杜公園）7/27

土

イベント

問い合わせ先：
御代田町産業経済課
御代田町観光協会 ☎０２６７-３２-３１１１

3

　しいなちゃんは、立科に住む元気いっぱい
の女の子。真っ赤な立科リンゴの耳あてに、
白樺のワンピース、ポケットからは蓼科牛
が顔を出しています。

ビーナスマラソンｉｎ
白樺高原

イベント

６/15   
 土

・16
日　

問い合わせ先：立科町町づくり推進課 ☎０２６７-５６-２３１１

立科町しいなちゃん4

　市の動物（市獣）カモシカをモチーフに北アル
プスと豊かでおいしい水をイメージして2012
年に誕生しました。

ゆかた祭り
（信濃大町駅周辺）8/2

金

イベント
やまびこ祭り

（信濃大町駅周辺）8/3
土

イベント

問い合わせ先：大町市商工労政課 ☎０２６１-２２-０４２０

大町市おおまぴょん5

　てるてる坊主のふるさと池田町。北アルプ
スの雄大な景色のもとで誕生したてるてる
坊主の妖精は、まさに「晴れ」のシンボル。
頭には特産のハーブを乗せています。

池田町てるみん・ふ～みん

池田ふるさと祭り
池田あっぱれ（池田町役場周辺）7/27

土

イベント

問い合わせ先：池田町商工会 ☎０２６１-６２-５０８５

6

玄
げ ん ば

蕃サミット
（塩尻市市民交流センター）6/29

土

イベント

　桔梗ヶ原の伝説「キツネの玄
げ ん ば の じ ょ う

蕃之丞」がモチーフ。
信州しおじりの地域のために頑張っている人を
応援します。人が大好きで、人が集まるところが

好きなんだよ～。ゲンゲン！！

問い合わせ先：持続可能な松本平創造カンパニー わおん♪ ☎０２６３-８７-３００５

塩尻市げんすけ7

　一見トウモロコシのようですが、南箕輪村の村
木であるアカマツの松ぼっくりの妖精。大芝高原
生まれで、特技はみんなを癒やすこと。好きな物は

大芝高原のジェラートです。

南箕輪村まっくん

大芝高原祭り8/24
土

イベント 問い合わせ先：
南箕輪村総務課 
☎０２６５-７２-２１０４

8

　南信州の遠山谷に棲む謎の生き物。
温泉が大好きで、いつでも入れるように
マイ風呂おけを頭に乗せています。好物
は下

しもぐり

栗いもせんべいと遠山ジンギス。

飯田市とおやま丸

南アルプス木沢登山口
開山式6/２

日

イベント

問い合わせ先：遠山郷観光協会 ☎０２６０-３４-１０７１

9

珍珍幕府歌の陣 珍幕歌謡祭
（平谷村合同庁舎）6/16

日

イベント

　平谷村のことが大好きすぎて、全身が村の
シンボルひまわりの色になっちゃいました!
平谷特産トウモロコシがだ～い好き♪

ちんえもんくん 平谷村

問い合わせ先：平谷村産業建設課 ☎０２６５-４８-２２１１

10

　県内各地のご当地キャラクターは
イベントなどで大活躍。
　お気に入りのキャラクターに会いに
出掛けませんか。　
　イベントが多くなるこれからの季節、
ゆるきゃら®グランプリ2012に参加した
県内上位10キャラクターが登場する
イベントをご紹介します。
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